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ハチは顔を認識するか？

• ハチは思いのほか賢い

• アシナガバチの一種（Polistes fuscatus）

• 互いの顔をかなり正確に見分けている
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ハチは８の字を書く

• ハチのコロニー
– 働きバチ(employed bees)

– 傍観バチ(onlooker bees)

– 斥候バチ(scout bees)

• ８の字ダンス
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Employed beeの探索

• すべての探索点を以下の方法で1度ずつ更
新する

• 探索点iを更新するとき、更新する次元a及びiと異な
る探索点jをランダムに選ぶ

• 以下の式で点の更新候補viを計算する。（xiは元の
探索点、次元j以外はviはxiと同じ）

• viでの値がxiでの値より良ければ探索点をviとし、更
新されなかった回数を示すsiを0にする。更新されな
かった場合siに1を足す



Onlookerの探索

• 以下の式で各探索点の適合度を計算する

• 以下の式で各探索点の相対確率を計算する

• 相対確率を利用して探索点をN回選び、employed 
beeと同様に探索点を更新する



Scoutの探索

• 更新されなかった回数SiがLimitを超えた探索
点をランダムな点に移動する



ABCアルゴリズムの利点

• ABCと同じ進化的アルゴリズムである
GA,DE,PSOと同等以上の性能を有することが
しめされている。

• 他の多くの探索アルゴリズムよりもパラメー
ターの数が少ない

• 高次元における探索性能の低下が比較的少
ない



実験結果(1/4)
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実験結果(2/4)
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実験結果(3/4)
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実験結果(4/4)
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